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106修士論文要旨

中小企業の“元気”の源とは何か

坂爪	裕 大藪	毅

吉嶋	稔幸80931296

河野	宏和

本研究は、日本の第二次産業を支える中小企業に着目し、

その活性化に貢献することを目的としている。

筆者は、大学院経営管理研究科に入学するまで、前職のメー

カーにおいて、親会社と下請けの関係性について疑問を抱い

ていた。また、リーマンショック後に実家を含めた地元の産

業が大きな打撃を受け、中小企業しかない地元の雰囲気が沈

んでいく様を目の当たりにしたことで、中小企業の助けにな

る方策を考え始めた。日本における中小企業の経営指標を見

ても、倒産件数が高止まりしている中で、中小企業が全企業

に占める雇用人数および付加価値額に占める割合は大企業を

大幅に上回っており、中小企業が元気になれば日本経済全体

が活性化されると考えられる。

以上の問題意識に立って、中小企業が元気になるために

は、業界・業種を超えて共通する源があるのではないかと考

え、それを探求するために、インタビューをベースに考察す

る研究作業を行った。まず、元気の基準を定め、その基準に

沿って調査対象企業を選定した。次に、それらの対象企業の

トップである社長にインタビューし、誘導尋問とならないよ

うにフリートークでこれまでの課題と苦労を中心に語って頂

いた。その後、社長を支える補佐役の「片腕」、現場の責任

者クラスの「キーマン」の 2 人にインタビューを行い、各

人の「考え」、「行動」、それが起こる「状況」とその行動の

「結果」という 4 つの因子に着目し、インタビューのスクリ

プトから4つの因子に相当する発言を全て抽出した。続いて、

それらの抽出された発言を、ポジティブな発言とネガティブ

な発言に分類した。

こうした準備作業の後、まず、インタビューした 5 社のトッ

プ間の「考え」と「行動」を対比し、元気の源となる要因を

考察した。その結果として、トップ歴が長ければ、その地位

は安泰であるということから、次世代の後継者育成を視野に

入れながら、社員と積極的にコミュニケーションをとり且つ

社員に考えさせるように考え、行動していることがわかった。

さらに、上記の 4 つの因子が、トップ、片腕、キーマンの 3

者間の関係に着目したとき、トップと片腕あるいはキーマン

の 2 者間、あるいはこれら 3 者間で、どのように関係し合っ

ているかを分析した。そこから、トップの考えや行動の影響

は大きいものの、片腕、キーマンからも進言・諫言を行える

ような関係性が重要であることがわかり、この関係性こそが

元気の源ではないかという仮説的な結論が得られた。


